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新人戦とはいえ、今季（この
大会前まで）のポイントランキ
ング1位の藤永北斗、2位の大
久保雄矢のほか、デビューイ
ヤーで昨年の全日本選手権を制
した宮澤拓哉ら、すでにレギュ
ラーツアーで実績十分の実力者
が顔を揃えていた。
予選（8G）をリードしたのは、
今年43歳でプロ入りしたオー
ルドルーキーともいえる鶴見亮
剛。「手前がしっかりオイルを
感じられて投げやすかった」と、
2002（Avg250.25）を打って
トップに立つと、最終日はやや
ペースダウンしたものの、準決
勝（5G）、そして8名による決
勝ラウンドロビンでもその座を
明け渡さず、1位で決勝ステッ
プラダーに進んだ。
鶴見を除くと、ラウンドロビ

ンは1Gごとに目まぐるしく順
位が入れ替わったが、「5G目か
らようやくラインが見えてき
た」と、藤永が混戦から抜け出
し2位で進出。残る一枠は、5
位でポジションマッチを迎えた
土方が、「7G目に169とスコ
アを落として5位まで下がった
けど、意外にポイントが離れて

たが、1フレから11連発。場内
を沸かせるパフォーマンスで快
勝した。

状態に入っていたのかな。これ
までにないくらい集中してい
た」と、4フレまでフォースと
伸ばして大きくリード。対する
鶴見は「緊張はあまりしなかっ
たけど、うまく投げられなかっ
た」と波に乗れない。終盤レー
ンの変化に土方はややもたつい
たが、鶴見は7フレからダブル
のあとの9フレは8本カウント
で万事休す。土方が222：
202で制して、デビュー4年目
で初タイトルを手にした。
〔 アマの部 〕
アマの部は、吉田選手と安田

洋規選手が優勝決定戦で対戦
したが、吉田選手が最後の1投
を7本でパーフェクトこそ逃し

は「練習ボールのと
きはすごく感じが
よくて、レーン選
択はどっちでもい
いかなというぐら
いだった」。しかし
ターキースタート、
8フレからフォース
などで256と伸ば
した土方に対し、ア
ジャストに苦しん
だのは藤永。「5フ
レぐらいからピン
が飛ばなくなって、
どうやって飛ばそ
うかと考えている
うちに終わってし

まった」と、今季3勝目はなら
なかった。
〔 優勝決定戦 〕
優勝決定戦は、鶴見が1フレ
④⑥⑩スプリットでオープンの
スタートとつまずいたのに対
し、ストライクスタートの土方
は「よく言われるゾーンという

いないなと思ったし、ちょっと
インターバルがあって、気持ち
を切り替えられた」と、246を
打って順位を2つ上げ、3番目
の座を確保した。
〔 3位決定戦 〕
「藤永プロはビッグゲームを
打ってくるだろうなと思ったけ
ど、相手の投球
は見ないで、自
分のできること
に集中した」と土
方。一方の藤永

▲「成績が出ない間、いろんなことに取り組んだ」ことが実を結んだ

▲左からプロの部3位・藤永、2位・鶴見、優勝・土方、アマの部優勝・吉田、2位・安
田、3位・立花の各選手

▲今季3勝目を狙った藤永だが「途中からサイドローテ
ーションを強めに入れたり、いろいろアジャストを試み
たけど、それでも飛んでくれなかった」

▲アマの部優勝の吉田選手「緊張して失
投してしまった」と最後の投球が7本で
ガックリだったが、予選から完全優勝だ
った

▲母親との喜びのツーショット
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土方捷がラストイヤーに決めた
プロボウリング男子新人戦は、新たに㈱コロナワールドの特別協賛を得て『コ
ロナワールドカップ2024』として、8月 24、25の両日、コロナキャット
ボウル中川店（愛知・名古屋市）を会場に開催され、59 期から 62 期の男子

プロ 47 名によって争われたが、今年が出場資格最終年の
土方捷（59 期・川崎グランドボウル）が優勝、悲願の初
タイトルを獲得した。また64名が出場したアマの部は、
吉田大祐選手（稲沢グランドボウル）が優勝を飾った。

（主催：(公社 ) 日本プロボウリング協会）

ぐらい、切羽詰まった状況でのこ
の優勝だったので、本当にうれし
い。いつも応援してくれている母
親に、優勝する姿を見せられたの
もよかった。
これまで不安感とか、ネガティ
ブな思考が強かったけど、最近調
子がよかったこともあってこの大
会はそれが一切なく、絶対に優勝
するぞという気持ちで臨めた。こ
のあとの大会も、すべて優勝する
ぐらいの気持ちで臨みたい。
優勝ボール：ハンマー ブラック
ウィドーナイトブレイカー

キングの順位は右肩下がり。5年
以内に優勝できなければ、トー
ナメントプレーヤーに見切りを
つけないといけないかなという

決勝ステップラダーは、2人は
左だったけど、コンディションさ
えつかめれば、レーンの変化も
少ないので、逆にチャンスかな
と思った。もう少し速いコンディ
ションを予想していたけど、思っ
ていたよりも変化が強かったの
で、割れないようなラインどりを
意識した。
デビューした1年目はシード入
りもできて、順調なスタートが切
れたけど、2年目、3年目とラン

優勝・土方 捷（今月の表紙）
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コロナワールドカップ2024
プロボウリング男子新人戦

8月 24・25日
コロナキャットボウル中川店


